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は
る
か
昔
か
ら
世
界
は
海
域
を
通
じ
て
接
続
し
、
様
々
な
人
々
が
地
域
を

越
え
て
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
港
町
で
は
、
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
持
つ

集
団
が
混
在
し
、
異
な
る
地
域
か
ら
の
情
報
や
文
化
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
一
六
・
一
七
世
紀
の
、
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
広
が
る
「
東

ア
ジ
ア
海
域
」
世
界
も
ま
た
、
同
じ
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
平
和

裏
な
交
流
か
ら
紛
争
ま
で
様
々
な
事
態
が
混
在
し
た
。
 

 
本
書
は
、
そ
う
し
た
状
況
下
の
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
を
、
主
だ
っ
て
活
動

し
て
い
た
「
唐
人
」、「
南
蛮
」、「
紅
毛
」、

さ
ら
に
は
日
本
の
人
び
と
に
注
目

し
な
が
ら
描
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、「
唐
人
」
は
中
国
・
朝
鮮
、

「
南
蛮
」
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
、「
紅
毛
」
は
オ
ラ
ン
ダ
・

イ
ギ
リ
ス
の
人
び
と
を
指
す
。
同
じ
時
代
、
同
じ
場
所
を
生
き
た
こ
れ
ら
の

人
び
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
ア
ジ
ア
の
海
を
眺
望
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

言
語
で
そ
の
様
子
を
後
世
に
書
き
残
し
た
。
そ
う
し
て
残
さ
れ
た
歴
史
史
料

は
、
一
つ
の
事
態
を
同
じ
く
目
撃
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
的
背
景
、

立
場
の
違
い
な
ど
に
起
因
し
て
、
異
な
る
内
容
を
示
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
は
、
一
つ
の
言
語
史
料
を
検
討
す
る
の
み
で

は
歴
史
の
実
態
を
十
分
に
写
し
出
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
複
数
の
言
語

史
料
を
余
す
こ
と
な
く
検
討
し
、
個
々
の
視
点
を
含
め
て
複
合
的
に
東
ア
ジ

ア
海
域
の
歴
史
を
捉
え
直
し
て
い
る
点
が
、
本
書
の
特
色
で
あ
る
。
 

 
本
書
で
扱
わ
れ
る
内
容
は
、
唐
人
、
南
蛮
、
紅
毛
と
日
本
の
関
係
を
主
に

扱
う
も
の
、
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア
海
域
の
日
本
以
外
の
地
域
の
展
開
を
描
出

す
る
も
の
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
日
本
と
の
関
係
を
検
討
し
た
も
の
と
し

て
、「

一
五
四
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
海
域
と
西
欧
式
火
器

�
朝
鮮
・
双
嶼
・
薩

摩
」（
中
島
楽
章
）、「

堺
商
人
日
比
屋
と
一
六
世
紀
半
ば
の
対
外
貿
易
」（
岡
本

真
）、「
ド
イ
ツ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
現
存
す
る
戦
国
大
名
絵
画
史
料
」（
鹿
毛
敏

夫
）、「

近
世
初
期
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
情
報
伝
達
と
言
説
生
成
」（
藤
田

明
良
）
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
 

 
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
論
文
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
日
本
と

同
時
代
に
お
け
る
、
他
の
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
に
お
け
る
歴
史
展
開
を
描
き

出
し
て
い
る
の
が
、「
ム
ラ
カ
王
国
の
勃
興

�
一
五
世
紀
初
頭
の
ム
ラ
ユ
海
域

を
め
ぐ
る
国
際
関
係
」（
山
﨑
岳
）、「

一
六
～
一
七
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に

よ
る
ア
ジ
ア
奴
隷
貿
易
」（
ル
シ
オ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
）、「
清
朝
の
台
湾
征
服
と
オ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
」（
鄭
維
中
）、「

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア
ジ
ア
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
ア
ユ
タ
ヤ
」（
岡
美
穂
子
）
で
あ
る
。
 

 
こ
う
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
の
時
代
の
東
ア
ジ
ア
海
域
は
、
ま
さ
に
序

論
「「

交
易
と
紛
争
の
時
代
」
の
東
ア
ジ
ア
海
域
」（
中
島
楽
章
）
に
お
い
て
述

べ
ら
れ
る
よ
う
な
「
交
易
と
紛
争
の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
書

は
、
ア
ジ
ア
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
、
東
ア
ジ
ア

海
域
世
界
の
歴
史
像
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
進
行
し
て
い
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
歴
史
的
に
捉
え
る
う
え
で
も
有
用
な
一
冊
で
あ
る
。
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